
















　□■【無将軍】ギフテッド・バルバロス







　ドライフ特殊任務兵士団。通称、特務兵団。

　皇王陛下直属の特殊部隊であり、メンバーは超級職かレベル五〇〇上限に達した上でオリジナルスキルや特典武具を持つ者に限られる。

　ティアンは得られるジョブの数やレベル限界も個々人の才能によって変わるため、レベル五〇〇以上の猛者を集めた特務兵団は間違いなくドライフ最強の部隊と言える。

　しかし部隊は一枚岩ではない。皇王陛下の命を受けて動くものの、メンバーは第一皇子派閥と第二皇子派閥が混在している。

　特務兵としての任務に従事しながら、自分の真の主のポイント稼ぎをしているような状況だ。足の引っ張り合いもよく起こる。

　先日は【外竜王　ドラグメイル】という名の〈ＵＢＭ〉の討伐に赴いた第一皇子派閥のメンバーが、情報の誤認──意図的なすり替え──が原因で敗死している。

　魔法超級職であったのに、魔法の効かない〈ＵＢＭ〉に送り込まれたのだ。どうにもならなかっただろう。

　暗闘を繰り返して戦力を目減りさせる特務兵団に対して、皇王陛下は何も仰らない。

　次代の皇王の座を奪い合う一端の暗闘を是としているためか、代わりがいくらでもいると考えているためか。

　どうにも薄ら寒い環境だ。

　しかし……俺はその諍いの外にいる。

　俺は第三皇子派閥……既に亡き第三皇子の遺児を支持する最弱の派閥、その筆頭であるバルバロス辺境伯家の養子。二大派閥の争いとは距離がある。

　特務兵団のメンバーで第三皇子派閥は俺一人であり、派閥の弱さゆえにどちらの視界にも入っていない。

　むしろ、自分達の派閥が勝った後、配下として用いる戦力に計上しているのだろう。

　俺の強みは神話級の特典武具。条件を満たせば代役が就ける超級職と違い、俺が死ねば虚空に消える代物だ。

　替えの利かないものを生かしたまま利用することを考え、今は無視されているのだ。

　誰も第三皇子派閥が勝つとは考えていない。

　無論、俺も含めての話だが……。

「…………」

　内心、あの姪ならば下馬評を覆してしまうのではないか、という懸念・・もある。

　特異の才能を持つ姪。彼女ならば、あるいは皇王の座も……と。

　それが幸福とは限らない。強い力は手段を増やすが、同時に生き方を狭めもする。

　俺自身がそうであるように。




『何を悩む。ギフテッド』

　──不意に、背後から話しかけられた。




　気配は感じなかった。周囲に潜ませた人形と同期した視界でも、声を掛けられる瞬間までその存在を確認できなかった。

　そんな異質にして異常な現象も……しかし聞こえた声ゆえに『ありえる』と考えた。

「……団長」

　声の主は……特務兵団の団長、モルド・マシーネ卿。

　振り返れば、常と同じ機械仮面マシンマスクが視界に入る。

『何か、心配事がありそうな顔だったが？』

「…………」

　団長として部下の様子を気にかけた……などとは思わん。

　団長はこの特務兵団で最も冷徹、任務のために切り捨てた軍人や人民の数は、もはや数え切れないとすら言われている。

　そんな人物からの質問は、探られてると考えて然るべきだろう。

「……実は、姪に新しい友人ができたのですが」

　少し考えて、俺は二番目の心配事を口にした。

　心配事などない、と言えば容易く見抜き、質問が尋問に変わりかねない。

　それゆえ、嘘ではない話題逸らしを行う。

『【衝神】に？』

「はい。その友人は昨今増えている〈マスター〉の一人で、聊か変わり者なので少し心配なのです。〈マスター〉は変わり者が多いという評判ですから」

　実際、その友人は見た目が完全にモンスターなので間違いなく変わり者だ。

　どのようにして出会ったのか聞いてはぐらかされたことも、心配の種ではある。

『…………』

　団長は沈黙したまま、仮面の奥で何事かを考えている様子だった。

「団長は最近の〈マスター〉の急増についてはどう思われますか？」

　そのまま話題をずらしてしまおうと、俺は質問を返した。

『どう思う、か』

「はい。皇国に留まらないようですし、世界そのものが変化する予兆なのでしょうか？」

　これも俺の本心ではある。ベヘモットをはじめとする〈マスター〉の大量発生は、否応なく世界に大きな変化を促すのではないか、と。

　噂では、王国の国王も似たような考えであるらしい。

　だが……

『然して変わらない』

　団長は、即答で否定した。

「変わらない……？」

『この世は、理さえも変わっていくものだ』

　そう呟き、アイテムボックスからモンスターの素材と思しきアイテムを取り出した。

『遥かな昔、死したモンスターはアイテムになど変わらなかった。身に宿るリソースを殺めた者と世界に流し、血肉の全ては地に遺った。今は違う。残るのはドロップアイテムのみ。自然とは言えぬ加工品という形で落ちることも珍しくない。不自然でありながら、【ネイティブ】などと半ば皮肉な名称でな』

「…………」

　その話は、俺も考古学者として様々な古文書を調べたので知っている。

　世界の理の変化。ドロップアイテムという現象の発生。

　初期には食肉に類する食料の枯渇を促し、様々な肉食モンスターの凶暴化を招いたという。その現象はすぐに『モンスター間でのドロップは食料が中心となる』という更なる変化で集束したらしいが、つまりは短期間で二度も世界の理が変わったことになる。

『理の変化に比べれば、〈エンブリオ〉に寄生された人間が増えることなど、どれほどの変化と言うべきか』

「寄生……、共生では？」

『変わらない』

　団長は、再び断定するようにそう述べた。

「……モンスターの死後の話は俺も考古学者としての顔で調査したから知っています。ですが、団長はどこでその話を？」

『私の中に最初から入っていた情報だ』

　団長は言葉と共に、自らの頭部を指でつく。

　キンという、硬質の音が響いた。

「…………」

　モルド・マシーネ。

　皇国の建国と同時期に出現し、そして現代まで続く名前。

　それは代々襲名される皇国最強戦士の名前とされるが、その真実は……。

『それよりも、ギフテッド』

「……はい」




『──お前の心配事はそれではないだろう？』

　──心臓を掴まれる思いがした。




　俺のはぐらかしなど、通じてはいなかった。

　機械仮面の奥、見えもしない団長の瞳が……俺を射竦めていた。

「……姪のことです」

　俺は観念し、周囲に他のメンバーがいないことを確認してから、自身の懸念を口にする。

「姪の才覚を思えば、あるいは次代の皇位継承の争いに巻き込まれるのではないか、と」

『そうか』

　団長は、ただ一言を口にした。

　それ以上は何も言わない。咎めることも、探ることも、しなかった。

　だからこそ、逆に不安になる。

「……団長は、誰が最も皇位に近いとお考えですか？」

　団長は第一皇子と第二皇子、どちらの派閥であるのか。

　思えば一度もそれを明言したことはなく、逆にどちらから誘われたという話も聞かない。

　誰も、虎の尾を踏む愚か者になりたくはないのだろう。

　ならば、今の俺は愚か者か。




『──誰でも構わない』

　──だが、団長の答えは想定の外だった。




「……誰でも？」

『誰が皇位に近づいても構わない。私は必要なときに、皇王陛下からのオーダーを果たすのみ。過程は関係ない。私が役目を果たすとき、皇位に最も近い者の前に私は立つ』

「それは…………」

　団長の言葉の意味を二通り考え、しかしどちらであるかを確定させることを恐れた。

　考える間に、団長は自らの耳に手を当て──通信魔法機から何事かを受信していた。

『任務を受領した。モンスターの大規模討伐だ。人手がいる。お前の人形が必要だ。出撃せよ、ギフテッド』

「……了解しました」

　そうして舞い込んだ任務への出動により、俺の問いは発せられないままとなった。




　◆




　そうして時が過ぎ、姪が皇王となった今になって振り返る。。

　特務兵団最強の男、モルド・マシーネ。

　皇王継承戦の最中、戦いの果てに消えた男。

　彼の正体は、俺には結局分からなかった。

　彼が何・だったのかは……歴史の闇に消えたのだ。
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